
#FoT-1035：妖学的実存稀薄症／Spectral Existenced Dilute Disease
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it can occur in spectral beings
Only the contours appear to move, "Contour Disease"

妖学的存在に　発症しうる
輪郭だけが　動くように見える　「輪郭病」

Nature: “存在しないこと”に背く形で存在している妖学的存在に発症しうる病。重篤な罹患者は、科学的肉眼に
おいて黒ずんだ輪郭だけが動くように見える状態へと変じてしまうため、「輪郭病」とも呼ばれている。一般的な
例だと、罹患者に内在する「“存在しないこと”に背く力」を、技法／技法術《テクニジック／テクニジックス》により
長期にわたり補うことによって、症状は緩和／快癒するのだそうだ。画像は、罹患者のイメージ図たるホログラフ
ィックを、リトル・イメージスタジオ（#FoT-852）内に発生させた様子の描写である。

Category: 疾患

Attribute: 反対

Whereabouts: T-No.244／妖学的存在のいるところに偏在 【244-***】
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【背景／Background】
Poly Haven


